
 

協会から通知があった管理番号を必ず記入すること。 

在留カードに記載されている氏名と必ず同一表記とし、アル

ファベットやスペースについて正確に記載すること。 

受検する内容が外国人技能実習機構へ申請した「受検希望科

目」と同一であること。 

職務内容（実習内容）を記入すること。 

技能実習生の所属事業所において、技能検定の随時試験につ

いて、過去に受検した経験の有無を記入すること。 

受検級によって次の通り記入する内容が異なるので注意する

こと。また、再試験の場合でも必ず情報を記入することとし、

合格したことが分かる書類を必ず提出すること。 

基礎級の場合 ⇒記入・書類は不要 

随時３級の場合⇒基礎級の合格状況を記入し、基礎級技能 

検定合格証書の写しを添付すること。 

随時２級の場合⇒随時３級の合格状況（実技試験一部合格を 

含む。）を記入し、随時３級技能検定合格 

証書の写し又は実技試験一部合格の通知書 

の写しを添付すること。 

受検区分「B」又は「C」で申請する場合は必ず記入すること。

また、再試験の場合でも必ず情報を正しく記入すること。な

お、合格したことが分かる免除書類を必ず申請書に添付する

こととし、免除書類の添付がない場合は、学科又は実技試験

は免除とはならないので注意すること。 

試験会場の所在地は正しく記入し、外国人技能実習機構へ申

請した「受検地」と異なる場合は、協会へ速やかに連絡するこ

と。 

在留カードに記載されている生年月日と必ず同一であるこ

と。 

同一試験日で同一級・同一作業の受検者総数を記入すること。 

職歴（直近）の在職期間を記入すること。 

技能実習生以外の場合は、「その他」を選択すること。 

例：建設就労者等 


